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研究要旨 

Eosinophilic gastrointestinal disorder（EGID）の呼称が好酸球性消化管疾

患と統一され、また本疾患の診断基準も定まった。医療従事者の間でも本疾患

の認知度は高まり、診断される機会が増えている。診療ガイドライン作成を開

始し，Clinical question（CQ）が確定され、推奨文案や解説案の内容について

討議が進んでいる。また EGID に対する関連性遺伝子および統合オミックス解析

のため，京都大学へ継続して症例を登録している。 

 

 

A、研究目的 

当院ではこれまで炎症性腸疾患の診断基準、鑑別診断に関する研究を継続して

いる。その成果は我が国の IBD 診断基準の作成にもつながり改定、公表を行っ

てきた。その内容は我が国におけるガイドラインとしても取り上げられてきた。

好酸球性消化管疾患（EGID）と IBD の鑑別に関しても進めてきている。しかし、

臨床における課題は残されており、今後も継続した臨床例の蓄積、診療ガイド

ライン作成のための診断や治療に関する方針の統一性が求められる。 

 

B、研究方法 

（1）診断基準が作成され、厚生労働省の特定疾患にも認定された。重症度分類

も決定し、症例の蓄積により臨床的特徴や病理組織学的特徴などを明らかにす

る必要がある。 

（2）医療従事者間の認知度は急速に高まっている。近医や関連施設での診断、

紹介症例も増えている。当院診断症例、紹介症例に対して本人へ説明、同意の

うえ可能な限り京都大学へ遺伝子や統合オミックス解析のため症例を登録、血

液検体を郵送している。 

（3）好酸球性消化管疾患の診療ガイドライン作成における作成委員としての作

業が始まり CQ が決定され、推奨文案や解説案の内容についての検討が行われて
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いる。 

 

 (倫理面への配慮) 

説明、同意を得ており倫理面への配慮は十分に行った。 

 

C、研究結果 

（1）好酸球性食道炎症例では縦走溝や気管様狭窄、微小白斑といった特徴的画

像所見が明らかとなり、以前診断されていなかった症例も含め生検により診断

される機会は増加している。また食道内には生理的に好酸球が存在しないが、

その他の消化管には好酸球が健常者でも存在することが問題となっており、健

常人での好酸球は終末回腸、右側結腸では 20/HPF 以上の好酸球浸潤を見ること

があるため注意勧告がある。臨床的には成人では軽症の症例が比較的多く、無

症状症例、自然寛解症例もある。また治療後には粘膜病変や組織学的好酸球浸

潤ともに改善を得られる。 

（2）EGID に対する医療従事者の認知度が増していることが重要と思われる。特

に好酸球性食道炎に関しては特徴的な内視鏡像が明らかとなったため、以前よ

り確信を持って積極的に好酸球性食道炎を疑い、生検が行われている。結果と

して好酸球性食道炎と診断される症例の増加、紹介が増えつつあり、これらの

症例を継続して倫理面に配慮しながら遺伝子、統合オミックス解析のため症例

を登録、血液検体を郵送している。 

（3）Minds 準拠ガイドラインにおいてシステマティックレビュー（SR）をすす

めるための診断、治療法などにおいての Clinical question（CQ）を選定し確定

された。各種治療法などエビデンスレベルも決まりつつあり、診療ガイドライ

ンが作成される予定である。 

 

D、考察 

以前と比較し近年 EGID 症例が増えているが、好酸球性胃腸炎症例と比較し、好

酸球性食道炎症例の増加が著しい。好酸球性食道炎では欧米と同様に PPI にて

症状の改善を認めるものは PPI 反応性好酸球浸潤（PPI responsive esophageal 

eosinophilia; PPI-REE）とし、区別して扱う機会も増えている。症例の増加に

伴い、その実態が判明してくると思われる。臨床データの蓄積、論文等での報

告数の増加から診断や治療法など診療ガイドラインの作成に有用な情報も増え

てきた。抗アレルギー薬の位置づけ、また局所ステロイド、全身ステロイドの

使用についての議論も決まりつつある。現在では診療医が各々のさじ加減で行

っている治療法も、今後ガイドラインが作成され、治療体制が確立されるもの

と考える。しかし、比較的稀な疾患である EGID 症例はさらなる蓄積を要すると
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おもわれ、また遺伝子や統合オミックス解析による病態解明も期待される。 

 

E、結論 

EGID の診断症例は増えており、診断基準も改定を加えつつ定まった。症例増加

により病態解明とともに治療法の確立が進められている。診療ガイドライン作

成も開始され，Clinical question（CQ）の設定、PICO もすでに確定され，今後

診療ガイドラインが作成される予定である。 

 

F、健康危険情報 
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